
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長島町立 獅子島幼稚園 獅子島小･中学校 
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５月中旬～６月前半の主な行事 
 

５月 

１９日（火） 交流学習（いもうえ）【幼中】 

２０日（水） 耳鼻科健診 

２１日（木） プール清掃 

        交通安全教室 

２２日（金） 内科健診【幼・中】 

        英検 

２６日（火） 修学旅行～28 日【Ｇ５・６、８・９】 

２７日（水） 福祉体験学習～２８日【Ｇ７】 

２９日（金） 生活科・社会科見学【Ｇ１―４】 

        園外保育（子どもの森）【幼】 

        修学旅行休養措置日【Ｇ５・６、８・９】 

６月 

２日（火） 教育相談 
       【幼】～５日 【小】～12 日 【中】５日 

４日（木） 歯と口の健康週間～10 日 

５日（金） 不審者対応訓練 

８日（月） ＳＯＳの出し方教育【中】 

９日（火） 地区総合体育大会～10 日 

１０日（水） 園外保育（事業所訪問、紫陽花見学）【幼】 

１６日（火） 血液教室【中】 

        薬物乱用防止教膣【Ｇ５・６】 

ブログもご覧ください 

ハルシネーション    園長・校長 松岡 仁志 

先月、「つつじ祭り」で子供たちが太鼓演奏を行う「七郎山」山頂に

訪れました。約６０人の子供たちと太鼓が舞台周辺にうまく配置できる

かと見ながら、ふと振り返ると一面に咲く紫色のツツジ、爽やかな青空、

心地よい風、そして海の向こうに広がる島々の景色が目に飛び込んで

きました。その感動と供に、地域の皆様の前で子供たちが発表すること

の教育的意義、それを支えてくださる地域や本校職員の理解への感謝

の念も同時に込み上げてきました。 

スマートフォンで撮影した写真の島々を、試しに生成 AI のアプリで

尋ねてみると「大変美しい瀬戸内海の写真ですね。」と返ってきました。

もちろん実際とは異なります。AI には“ハルシネーション”と呼ばれる、も

っともらしい誤情報を示すことがあります。便利な時代だからこそ、最後

は人が確かめ、正しく判断する力を育てることの大切さも改めて感じま

した。同時に、メディアに影響を受けやすい子供たちについて、言葉の

使い方や人との関わり方についても、学校と地域が一緒になって考え

ていく必要性を感じています。 

つつじ祭りに先立ち、片側天満宮では招魂祭が行われ、多くの方々

と参列しました。この地の歴史、苦難を乗り越え地域のために尽くされ

た先人の方々へ感謝と祈りを捧げる貴重な時間となりました。 

残念ながら、今年のつつじ祭りでの太鼓披露は、天候不安定のため

に見送ることとなりました。翌朝、曇り予報を確認し、歩いていると短時

間ながら急な雨が一瞬降り、濡れてはならない太鼓の管理を優先して

くださった主催者の判断は改めて良かったと感じました。祭りの準備や

安全面に早くからご尽力いただいた獅子島振興会、消防団をはじめ、

関係の皆様に心より感謝申し上げます。 なお、当日披露できなかった

演奏（約４０秒短縮：加工済）を上記ブログ（期間内）でご覧いただけます。 

↑当時の出征旗 七郎山の山頂付近から 

 ４月１６日に小学校の授業参観、幼・小・中それぞれの学級ＰＴＡがありま

した。しおかぜ・わかば学級の合同授業では、自立活動の学習の様子を参

観していただきました。特別支援学級の自立活動の時間では、姿勢の維持

のための体幹トレーニングや対話を育てるための読み聞かせやソーシャル

スキルトレーニング等を１５分程度の小活動を組合わせる「モジュール授

業」を行い、子供の実態に応じて「社会的自立の基礎」を育んでいます。 

 ４月 27 日のレオタイムの時間に今年度、獅子島小・中学校に赴任され

た先生方に向けて「獅子島太鼓」のお披露目がありました。体育館の床

や壁を通して伝わる太鼓の音と、圧倒的な迫力に先生方も想像以上の驚

きと感動を受けていました。 

今年度も様々な機会を通して、保護者・ 

地域の皆様に「獅子島の誇り」である獅 

子島太鼓をお届けしていきます。 

 ５月 12 日に小学校児童による「ヒラメ放流」が行われました。毎

年、東町漁協ならびに獅子島の漁業関係者の皆様の多大なる御協力の

下にヒラメの稚魚を児童の手によって、獅子島の豊かな海へと 

放流しています。子供たちは豊かな体験を一つ一つ重ね 

ながら、「ふるさとを愛する心」を育んでいます。 

 ５月 9 日に地震による津波を想定した避

難訓練及び引き渡し訓練を実施しました。 

 松岡校長は園児・児童生徒に対し、「自然

災害は予告なく「いつ・どこで・何が」起こる

か分からない恐ろしさがある。だからこそ、訓

練を通じて、いざという時にまず自分そして

大切な人の命を守るために、冷静で適切な

行動がとれるように考える機会として欲し

い。」という話をしました。子供も真剣に行動

し、話を聞く姿が見られました。 
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